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が,別にアルミナの安物でもよい。 Y(イ ットリ

ゥム)は ,酸化イットリウム (Y203)の 粉を ,

Baには炭酸バ リウム (BaC03)の 粉を,またCu

には酸化銅 (CuO)の粉を,各 1々/2:2:3の モル

数 (化学用語 !)に とり,混ぜあわす。乳鉢の中

では,最初はやさしくゆっくりと混ぜあわせ,原

料の微粒子をつぶさないようなるべく均一になる

ようにする。そうして,今度は一転して,気合を

込め誠心誠意 ,乳鉢に押 しつぶすように粉をする。

丁度,胡麻をする要領である。 しかし,アルミナ

の乳鉢であまリー所懸命,粉をすると,アルミナ

Gピ203)の粉が削れて試料に混ざってしまうが ,

これも人によっては (実験によっても)気にしな

い。「あるHigh Tcの実現には,A′ を少 し混ぜ

ることが必要である。」などと本気で言う偉い人

も最近まで居た位である。粉をすった後は,こ れ

をアルミナのるつぼに入れて焼 くだけ。プロは,

仮焼きとかいって一度 9oo℃位で焼いてから,も

う一度とりだして,ま た懸命に粉をすり直し,再

び酸素気流中で 970℃位で一晩焼き,ゆ っくり冷

やす。これで 90K超伝導体のできあがりだが,ま

あかなりいい加減にやっても,大丈夫なことが多

い。

私自身はと言えば,こ れらのHigh Tcを系統

的に変えたり,新 しい構造のHigh Tcを 狙 った

りしていた。また,いかにして上手に超伝導を消

しさるか (Low Tcを つくるか)と言った逆説的

なことも考えていた。初めは気が進まなかったが ,

実際に粉をすり出してみると,むずかしい話は抜

きにしても (抜きになるから),仲々楽しいもの
である。帰りの車を運転している時でも,いや ,

アパー トの裏庭でバーベキューのT― ボーンを焼

いている時でさえ,「あしたは,あの粉とこの粉
をこう混ぜて,こ う焼いて…」と,粉すり料理の

レシピーを考えて,ニヤニヤするようになった。

まるで,幸せな新婚の主婦 (但 し, DINKな ら
ぬ SINK,つ まリシングルインカム・ノーキッド)は ,

かくやと思われる程であった。もちろん,大低の場

合は,予期したものなどできはしないのだが,それ

でも少しも落ちこまなかったのは, High Tcを

出す銅酸化物に尽きせぬバラエティーがあったせ

いか,それとも,どこまでも青く美しいカリフォ
ルニアの空のせいだったか。とにかく,ほぼ 1年

間にわたって,大 して厭きもせず,粉をすっては

焼くという作業を繰り返していた。さすがに最後

の方では,粉のすり過ぎで肩凝りがひどくなった。

部門のヘッドが来た時には「普通,日本人はカリ

フォルニアに住むとテニスのやりすぎでテニス・

エルボーになる。僕は,High Tc・ リスト仔首)

になってしまったが,労災保険は効く?」 と愚痴

をこぼした。

High Tcの 出現は,只 Tcが高いという以上に

二通りのショックを研究者業界に与えたと思って

いる。一つは,自然の造化の妙というか,か くも

精緻ですばらしいHigh Tcの結晶構造はどれも,

誰も予測できなかったものであるということ。も

う一つは,みんながわかっているつもりの物理の

理論が,本当は何もよくわかってはいなかったこ

とがわかったことでぁる。何故 ,High Tcなのか ,
これがはっきりするのは,あ と数年もかかりそう

であり,こ れが我々にとっては楽 しい期間である。

お金が絡み,セスコミが騒ぎ,朴訥な「我々」の

周囲は少し騒がしいけれど…。
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